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◆ 都民にとってかけがえのないુ有の財産である森林を、ઃ世代に健全なで引き継ぐためには、 
　 林業のഊによって多એ的機能をે分に発มできていない人工林を、将来を見ྚえて適切に整
　 備していく必要があります。

◆ 林業はൂேとしてడしい経営環境にあることから、整備の推進に当たっては、人工林のおかれ
　 た自ே的、経営的な੯等を考ൟし、目指すसきの指ଉを定め、限りあるௌ力や財源等の৭
　 උとૐ中を図ることが重要です。

◆ 林業が地域振興に貢献する産業として、着実な成長をຄげるためには、新たな技術の導入によ
　 る生産ਙの向上とともに、担いুの確保と育成がਜです。また、社会の化を的確にኇえる
　 ことで多摩産材の利用拡大を図り、林業の収இਙの向上につなげていくことが重要です。

◆ 東京は木材の一大費地であり、都内における国産木材の要拡大を図ることで、東京をஅむ
　全国の林業振興と、森林環の促進につなげていくことに期待が寄चられています。

◆ 林業や木材産業の関係者だけではなく、森林からལ౩を受けている都民や企業等も、森林が持
　 続可能な社会の実現に果たす૽割について理解を深め、木材の利用や森林整備への参画など、
　 多ഓ的な森林との関わりを通じて、森づくりのの一員となっていくことが求められます。

◆ このようなଳ点から、以下のڰつの基ກに基づく施策を展開していきます。

 ੁ ன ৫ の ੦ ກ

 ੁ ன ৫ の ੦ ກ

੦ ກ ڭ  ୭॑യਤखਁஇਃચ॑ৈीॊତ

੦ ກ ڮ  ে 産 ਙ ध ઽ இ ਙ の ৈ ः   ৽ 

੦ ກ گ  多摩産材॑मगीधघॊব産木材のਏ拡大

੦ ກ ڰ   ড় ृ ੫  ಉ प े ॊ   利 用 の 拡 大

26 森づくり推進プラン


